
　　　　資格手当をより良い制度へ

　資格手当が導入されて25年12月で3年になろうとしています。当初は独法化と

同時にスタートするはずでしたが、ようやく提案されたのが独法化から5か月も

たった12月でした。

　提案された19資格は、「対象者が少ない資格ばかり」、「なぜこの資格なのか

よくわからない」という疑問の声が多数上がるものでした。

　私たちは、対象資格の拡大と独法化された7月からの遡及を求め交渉を行いま

した。対象資格の拡大は実現できませんでしたが、7月からの遡及は実現させま

した。その際に、診療報酬や資格取得者の実態を踏まえ、今後も労使で協議して

いくことを確認しました。

　制度が運用開始されて3年。資格手当の対象になっていない資格でも、加算を

取るのに有資格者の配置が望ましいとされる資格も出ています。また資格の多く

は更新が必要です。加算を取るのに必要な資格なのに、更新費用が自費なのはお

かしいという声も上がっています。

　私たちは資格手当拡充のアンケート調査を行い、3月14日にはミーティングを

行いました。

　秋の交渉に資格手当拡充要求を出すために、9月2日（火）に第2回目のミー

ティングを予定しています。ミーティングで要求をまとめるために、今まで出さ

れた意見をまとめたパンフを作成しました。

　職場で議論される際に活用してください。

　医療技術は日進月歩です。その成果を安全・確実に都民に提供するには専門・

認定の資格を拡充していくことは不可欠です。この思いを確信に秋の交渉に臨み

ましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年6月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都立病院労組執行委員長　三母　明己
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　　　　　　　　　　　　資格手当改善を実現しよう

　

　資料は資格手当拡充アンケートに寄せられた意見、3月14日の組合員ミーティングに

出された意見をまとめたものです。

　ご覧になって、私の意見が載っていないと思われた方、また意見を追加したいと思わ

れた方は、このページのQRコードから、アンケートページにアクセスしていただき意見

を書き加えていただければと思います。

　資格手当は、あくまでもコメディカルが対象の制度です。ニュースでアンケートを告

知したところ、多くの看護師の方から意見を頂きましたが、残念ながら看護師は資格手

当の対象になっていません。

　また資格手当は、薬剤師、臨床検査技師といった根本資格に加えて、専門性を向上さ

せる資格を対象にするものです。したがって医療に関係のない資格、一般人でも取得で

きる資格は対象になりません。

　この資料を職場で活用していただき、資格手当改善の機運を盛り上げていきましょ

う。

　どんなに高額で高性能な医療機器を導入しても、それを操作する専門職がいなければ

医療は提供できません。

　専門資格への挑戦、資格の維持が全て私費と自分の時間では、高度な専門性を維持し

ていくことはできません。

　専門性の研鑽は都民のためであり、それを後押ししてくれる制度に資格手当を一緒に

改善していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年6月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都立病院労組執行委員会

　

　　　　　　　　　　意見を追加される方はこちらから。
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 精神科の持つ特殊性をＯＪＴで補うには限界があり、

職員異動のない民間病院では専門・認定資格の取得を

目指す空気が醸成されているが、他の都立病院機構病

院との間で人事異動が行われる当院では精神科の特殊

性を担保するのは難しい。治療抵抗性統合失調症治療

薬のＣＰＭＳ（クロザリル患者マネジメントサービ

ス）やＡＤＨＤ適正流通管理システムへの対応には背

景事情の熟知を要し、精神科薬の薬理や副作用への理

解に必要な知識に留まらず、スティグマや人権への配

慮、病識欠如者への対応など、精神科特有の状況が伴

う服薬説明・指導等には特化したスキルが要求される

実情がある。

精神科薬物療法認定薬剤師

精神科専門薬剤師

精神薬学会認定薬剤師

薬剤師

資格名 理由

　連携充実加算やがん患者指導管理料ハは有資格者の

み算定が可能となっている。現在はがん専門薬剤師、

がん薬物療法認定薬剤師、外来がん治療認定(専門)薬

剤師がその資格に該当する。しかし資格手当について

は、がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師のみと

なっていて、同じ能力を有するのに、差がでているの

は不合理である。

外来がん治療認定薬剤師、外来

がん治療専門薬剤師(どちらも日

本臨床腫瘍薬学会)

　周術期管理加算、術後疼痛管理加算の申請に関わる

資格です。

　更新期間が3年と5年でそれぞれ短く、更新のための

必要研修が3年ごとに33000円プラス更新費用15000

円。術後疼痛研修に5年ごと5500円かかります。研修

の負担と費用の負担がダブルでかかるのが大変です。

周術期管理チーム、術後疼痛管

理

　令和6年度診療報酬改定にて、心不全療養への薬剤師

によるフォローアップに対して新たに算定が設けられ

た。これは薬剤師が関与することで患者の利益となる

と認められたと考えられ、入院中の心不全患者にも貢

献できるため病院の利益となるから。また、当院では

週に一回心不全カンファレンスを実施している。参加

職種である看護師、理学療法士には既に資格手当があ

るのに対し、同様に参加している薬剤師に手当がない

ことが疑問であるため。

心臓リハビリテーション指導士
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 精神科の持つ特殊性をＯＪＴで補うには限界があり、

職員異動のない民間病院では専門・認定資格の取得を

目指す空気が醸成されているが、他の都立病院機構病

院との間で人事異動が行われる当院では精神科の特殊

性を担保するのは難しい。治療抵抗性統合失調症治療

薬のＣＰＭＳ（クロザリル患者マネジメントサービ

ス）やＡＤＨＤ適正流通管理システムへの対応には背

景事情の熟知を要し、精神科薬の薬理や副作用への理

解に必要な知識に留まらず、スティグマや人権への配

慮、病識欠如者への対応など、精神科特有の状況が伴

う服薬説明・指導等には特化したスキルが要求される

実情がある。

精神科薬物療法認定薬剤師

精神科専門薬剤師

精神薬学会認定薬剤師

診療放射線技師

HIV感染症専門薬剤師

HIV感染症薬物療法認定薬剤師

HIV感染症治療における薬物療法に関する高度な知

識、技術、倫理観を備え、患者の意思を尊重し、最適

な治療に貢献することを理念とし、HIV感染症に対す

る薬物療法を有効かつ安全に行うために必要な資格。

磁気共鳴専門技術者　意見１．

磁気共鳴専門技術者　意見２．

　MRI認定は、画像管理加算2の算定項目に記載されて

おり、算定するための安全講習の受講を上司から指示

される。加算を算定するのに必要な資格が資格手当て

の対象外なのは納得が出来ません。また、資格を更新

するためには、学会参加などでポイントを貯める必要

があるが、研究研修費が少ないとのことで学会参加費

を出して貰えていない。資格を維持するためにも、資

格手当ての支給が必要です！

　磁気共鳴専門技術者とは、簡潔に述べますと、MRI

撮像のレベルアップ・最先端技術をリードする技術者

の育成・MRIの医療安全を担うような役割がありま

す。

資格手当の理由は、施設認定や診療報酬上の加算の観

点から必要とされる資格者であると考えられるためで

す。

　日本磁気共鳴医学会のガイドラインにある『前立腺

癌の骨転移検出のための全身 MRI 撮像の細則』による

全身MRI加算を得るためには「画像の提出に当たって

は、原則として、日本磁気共鳴専門技術者が技術側面

から撮像した画像の画質の確認を行い・・・」という

文言があります。

また、『臨床MRI安全運用のための指針』において

MRIの安全管理を行うチーム編成が必要ですが、「磁

気共鳴専門技術者あるいはそれに準ずるものが含まれ

ることが望ましい。」とあります。

『　MRI 対応植込み型不整脈治療デバイス患者の MRI

検査の施設基準』によっても

「磁気共鳴専門技術者あるいはそれに準ずる者が配置

され、MRI装置の精度および安全を管理しているこ

と。」とされています。
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日本医学放射線学会 日本磁気共鳴医学会 日本不整脈心

電学会　3学会合同で「心臓植込みデバイス患者のMRI

検査の施設基準と実施条件」が2024年1月12日に改訂

された。

MRIカード非保有者のMRI検査の新たな施設基準の中

に「放射線診断専門医、不整脈専門医、並びに磁気共

鳴専門技術者がそれぞれ常勤していること」と定めら

れている。

そのため磁気共鳴専門技術者は施設基準で必須とされ

る存在である。

　施設基準で放射線技師に関わるいち認定資格が必須

として明記されている認定資格は極めてまれである。

そのため、施設基準の都合上、価値があり、資格手当

を付与することに相当すると考えられる。

　さらに診療報酬のMRIの加算取得では、「磁気共鳴

専門技術者が望ましい」とする旨が存在し、加算の種

類も多数ある。

　例えば、全身MRI加算についての磁気共鳴専門医学

会のQ&Aにおいては「原則として、磁気共鳴専門技術

者が院内にいてMRIの画質を管理していることを想定

しております。」と回答しており、加算の取得上、ほ

とんど必須とする存在となっていることが現状であ

る。

　すべての都民のための病院として必要不可欠の資格

者である。施設基準、加算取得上、必要な認定資格者

でたり、資格手当の支給があることが良いと考えられ

る。

【参考資料】

公益社団法人日本医学放射線学会

磁気共鳴専門技術者　意見３．

　その他の診療報酬加算の取り決めにおいても、磁気

共鳴専門技術者が望ましい事項が多数存在するためで

す。

　安全管理や加算申請のために、病院運営上、非常に

意義のある資格者であると考えられます。

放射線技師の認定資格の中でも、取得難易度が高く、

取得・更新には労力やお金、時間が必要とされます。

難易度からしても、資格手当があることに値すると考

えられます。

磁気共鳴専門技術者　意見２．

磁気共鳴専門技術者　意見２．

　磁気共鳴専門技術者とは、簡潔に述べますと、MRI

撮像のレベルアップ・最先端技術をリードする技術者

の育成・MRIの医療安全を担うような役割がありま

す。

資格手当の理由は、施設認定や診療報酬上の加算の観

点から必要とされる資格者であると考えられるためで

す。

　日本磁気共鳴医学会のガイドラインにある『前立腺

癌の骨転移検出のための全身 MRI 撮像の細則』による

全身MRI加算を得るためには「画像の提出に当たって

は、原則として、日本磁気共鳴専門技術者が技術側面

から撮像した画像の画質の確認を行い・・・」という

文言があります。

また、『臨床MRI安全運用のための指針』において

MRIの安全管理を行うチーム編成が必要ですが、「磁

気共鳴専門技術者あるいはそれに準ずるものが含まれ

ることが望ましい。」とあります。

『　MRI 対応植込み型不整脈治療デバイス患者の MRI

検査の施設基準』によっても

「磁気共鳴専門技術者あるいはそれに準ずる者が配置

され、MRI装置の精度および安全を管理しているこ

と。」とされています。
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磁気共鳴専門技術者　意見７．

 認定取得までのハードルが高い分、取得後の現場での

技術活用が発揮されやすい。診療報酬(保険点数の加算

項目)の算定要件として、磁気共鳴専門技術者が望まし

いとの記載されているものが複数ある。また、条件付

きMRI対応不整脈デバイスの検査実施においても、磁

気共鳴専門技術者が撮像条件の確認をすることが望ま

しいとの記載がある。全国的にみて磁気共鳴専門技術

者で限定してしまうと人数が少なく、実施できる病院

が少なくなるため、要件としては「それに準ずるも

の」も含まれているが、磁気共鳴医学会としては専門

技術者に限定したい意向がある。

　取得するまでと、更新の難易度が高く、費用も時間

もかかるため。

　磁気共鳴専門技術者認定は合格率も低く、診療報酬

にも関連するため

磁気共鳴専門技術者　意見5．

日本医学放射線学会 日本磁気共鳴医学会 日本不整脈心

電学会　3学会合同で「心臓植込みデバイス患者のMRI

検査の施設基準と実施条件」が2024年1月12日に改訂

された。

MRIカード非保有者のMRI検査の新たな施設基準の中

に「放射線診断専門医、不整脈専門医、並びに磁気共

鳴専門技術者がそれぞれ常勤していること」と定めら

れている。

そのため磁気共鳴専門技術者は施設基準で必須とされ

る存在である。

　施設基準で放射線技師に関わるいち認定資格が必須

として明記されている認定資格は極めてまれである。

そのため、施設基準の都合上、価値があり、資格手当

を付与することに相当すると考えられる。

　さらに診療報酬のMRIの加算取得では、「磁気共鳴

専門技術者が望ましい」とする旨が存在し、加算の種

類も多数ある。

　例えば、全身MRI加算についての磁気共鳴専門医学

会のQ&Aにおいては「原則として、磁気共鳴専門技術

者が院内にいてMRIの画質を管理していることを想定

しております。」と回答しており、加算の取得上、ほ

とんど必須とする存在となっていることが現状であ

る。

　すべての都民のための病院として必要不可欠の資格

者である。施設基準、加算取得上、必要な認定資格者

でたり、資格手当の支給があることが良いと考えられ

る。

【参考資料】

公益社団法人日本医学放射線学会

安全性情報・ガイドライン等

MRI 安全運用管理および全身 MRI に関するQ&A

安全性のリスクが他のモダリティより高い

磁気共鳴専門技術者　意見３．

磁気共鳴専門技術者　意見３．

磁気共鳴専門技術者　意見６．

・MRIの管理、育成、特殊検査等で現状必須ではない

が、磁気共鳴専門技術者が望ましいという文言は増え

てきている

・専門性が高く、経験年数の長い技師でもうまく検査

できない場合が多々あるので、若手職員が資格取得を

目指してスキルアップするきっかけとしてほしい

・資格取得の難易度は放射線治療、核医学と同等以上

と思われる

・放射線治療と核医学の認定が支給対象でMRIが支給

対象でない理由が不明確

・各職種の特化した認定資格は一律に支給対象としな

いと、支給対象の資格取得の割合が増え、業務に偏り

が生じる可能性がある

・この制度を充実させ、是非、一人一資格を当たり前

とする組織づくりを行っていただきたい

磁気共鳴専門技術者　意見4．
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磁気共鳴専門技術者　意見７．

 認定取得までのハードルが高い分、取得後の現場での

技術活用が発揮されやすい。診療報酬(保険点数の加算

項目)の算定要件として、磁気共鳴専門技術者が望まし

いとの記載されているものが複数ある。また、条件付

きMRI対応不整脈デバイスの検査実施においても、磁

気共鳴専門技術者が撮像条件の確認をすることが望ま

しいとの記載がある。全国的にみて磁気共鳴専門技術

者で限定してしまうと人数が少なく、実施できる病院

が少なくなるため、要件としては「それに準ずるも

の」も含まれているが、磁気共鳴医学会としては専門

技術者に限定したい意向がある。

磁気共鳴専門技術者　意見8．

　日本磁気共鳴専門技術者(以下MR専門技術者)は、統

一的基準に基づいて磁気共鳴(MR)検査技術の国際的な

同等性を確保するとともに、最新の医療技術に対応し

た最善の画像情報を標準的に提供し、安全を担保する

ことで、国民の福祉と社会の発展に寄与することを目

的としている資格である。

MR 専門技術者は、MR 診療に関わり以下の知識・技

能が必要

（1）MR 装置の精度管理ならびに被検者および立入り

者の安全管理ができること。

（2）解剖学的、臨床医学的基礎知識を有すること。

（3）装置性能を最高度に発揮させ、目的を達成するた

めの技術を有すること。

（4）地域活性化のために教育・指導ができること。

　日本磁気共鳴専門技術者は、画像管理加算の申請要

件やMRIの安全管理、技術的指導を中心に様々な業務

を行っている。また、主な業務として以下の画像管理

加算申請、MR安全管理、特殊撮影業務のなどの主導的

役割を担っている。

・『画像管理加算2､3､4施設基準のMRI装置に係る部門

にそれぞれ専従の診療放射線技師』

・『前立腺癌の骨転移検出のための全身 MRI 撮像の細

則』による全身MRI加算

・『MRIの安全管理を行うチーム編成』

・『MRI 対応植込み型不整脈治療デバイス患者の MRI

検査の施設基準』

・『撮影加算の取れる乳腺MRI、心臓MRI』など高度

な撮影技術指導

　『画像加算2,3および4の施設基準』において「関係

学会の定める指針を遵守し、MRI装置の適切な安全管

理を行っていること」が必要とされています。『画像

管理加算2､3､4』の施設基準に関しては、MRI装置に係

る部門にそれぞれ専従の診療放射線技師が1名以上勤務

が必要であり、通常MR専門技術者が担っている。

　『全身MRI加算』に関しては、日本磁気共鳴医学会

のガイドラインにある全身MRI加算を得るためには機

構に画像提出を行わなければならず、申請要件として

「画像の提出に当たっては、原則として、日本磁気共

鳴専門技術者(MR専門技術者)が技術側面から撮像した

画像の画質の確認を行い・・・」など、MR専門技術者

が撮像法や画像を提出など管理を担っている。

　『臨床MRI安全運用のための指針』においてMRIの

安全管理を行うチーム編成が必要であり、安全管理担

当者（技師）として、「磁気共鳴専門技術者あるいは

それに準ずるものが含まれることが望ましい。」とさ

れている。また画像管理加算2,3および4の施設基準に

おいても「関係学会の定める指針を遵守し、MRI装置

の適切な安全管理を行っていること」が必要とされお

り、施設基準の維持管理においてもMR専門技師が行っ

ている。

『MRI 対応植込み型不整脈治療デバイス患者の MRI 検

査の施設基準』においても

「磁気共鳴専門技術者あるいはそれに準ずる者が配置

され、MRI 装置の精度および安全を管理しているこ

と。」とされていて、高度な安全管理を行っている。

　『撮影加算の取れる乳腺MRI、心臓MRI』撮影など

は、より高度で専門的な撮影技術技術がもとめられ、

その指導においてもMR専門技師が中心となり、高度な

技術指導を行なっている。

　MR専門技師は、全国でもわずか2,000名、合格率は

40％台と取得困難な資格であり、認定取得のために

は、学会発表3回以上もしくは論文1編、性能評価試験

の実施とレポート提出などいくつかの条件を満たした

後、最終試験を受けることが出来るなど、他の放射線

科に関する認定試験よりハードルの高い資格になって

いる。また以上の資格維持のため普段より学会、勉強

会に多く参加するなど、学会および研究会参加費、宿

泊交通費など多くの出費を重ね、経験上、年間5万から

10万円、5年更新時には25万から51万の出費ある。資

格を維持更新するためには手当の支給が必要である
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（3）装置性能を最高度に発揮させ、目的を達成するた
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され、MRI 装置の精度および安全を管理しているこ

と。」とされていて、高度な安全管理を行っている。

　『撮影加算の取れる乳腺MRI、心臓MRI』撮影など

は、より高度で専門的な撮影技術技術がもとめられ、

その指導においてもMR専門技師が中心となり、高度な

技術指導を行なっている。

　MR専門技師は、全国でもわずか2,000名、合格率は

40％台と取得困難な資格であり、認定取得のために

は、学会発表3回以上もしくは論文1編、性能評価試験

の実施とレポート提出などいくつかの条件を満たした

後、最終試験を受けることが出来るなど、他の放射線

科に関する認定試験よりハードルの高い資格になって

いる。また以上の資格維持のため普段より学会、勉強

会に多く参加するなど、学会および研究会参加費、宿

泊交通費など多くの出費を重ね、経験上、年間5万から

10万円、5年更新時には25万から51万の出費ある。資

格を維持更新するためには手当の支給が必要である

超音波検査士　意見１．

　資格の維持には学会所属のための、年会費や資格更

新料、資格更新には学会参加にて勉強し、単位も必要

なため。

検診マンモグラフィ撮影認定診

療放射線技師　意見3．
モチベーションアップのため

臨床検査技師

　検診マンモグラフィ認定は、その撮影を行うのは検

診マンモグラフィ認定者が望ましいとされている。撮

影の要項に入っている資格が資格手当て対象外なの

は、納得が出来ません。

　上司からは、資格を取得するように言われるが、資

格を取得するほど、維持のためにお金がなくなりま

す。現状では、次の資格を取得しようと思えません。

資格を持っている人が多い資格でも、病院の収益に関

係している資格には、資格手当てが支給されるべきだ

と思います。

早急に取組みをお願い致します！

検診マンモグラフィ撮影認定診

療放射線技師　意見１．

　マンモ技師ー診断価値の高い画像を提供するにあ

たって、マンモグラフィについての知識、一定レベル

の読影能力を示す指標となっており、大規模施設では

その旨を掲示し患者を獲得している。

検診マンモグラフィ撮影認定診

療放射線技師　意見2．

X線CT認定技師 業務に必要
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細胞治療認定管理師　意見１．
　タスクシフトの側面からも、必要な資格となり、欠

かせない資格である。

現在すでに細胞治療業務に従事している。造血幹細胞

の採取から処理・凍結保存のほか、CAR-T細胞療法に

も携わっている。院内でトレーニングを受ける他、

CAR-Tはメーカーの研修を受講し、認証を得る必要も

あり、従事のハードルも高く、責任も重い。

細胞治療認定管理師　意見2．

超音波検査士　意見4．
超音波検査は、専門的な知識、技術が必要となり学会

認定保持により高いレベルで臨床へ寄与できる。

資格取得後も5年ごとに資格更新を行い、それに向けて

学会参加等を継続して行っている。それにより臨床側

に有意義な検査結果の提供に努めているため。

超音波検査士　意見5.

認定輸血検査技師は、資格支援の対象となっている認定輸血検査技師　意見2．

資格の勉強を通して学んだことは、輸血検査を行うに

あたって患者さんに利益をもたらす知識ばかりです。

また、以前は認定輸血検査技師の資格を持っているこ

とを電子カルテへの結果送信権限の基準としていまし

た。職場からは当然のように資格を取るよう言われ、

資格を取るために時間外に自分の時間を犠牲にして何

時間も勉強してきました。そうまでして取得しても何

も手当がつかない資格がある一方、特定の資格は手当

がつくのは不平等だと思います。

認定輸血検査技師　意見１．

超音波検査士　意見2．
　年会費支払いなどもあり、資格継続及びモチベー

ション向上のためにも希望します

細胞検査士　意見１． 診療報酬に直接関与しています。

　診断に大きく影響している。病理検査の中で業務に

一番活きている資格であり、病理検査をやる上で必須

とも言える資格である。また、資格習得の難易度が高

く、更新にもお金がかかる。

細胞検査士　意見2．

認定救急検査技師
資格を維持するために更新が必要。更新料や更新に必

要な単位を取得するために費用がかかるため。

超音波検査士　意見3．
取得や更新が困難であり、且つ、学会費が高額である

ため。
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現在すでに細胞治療業務に従事している。造血幹細胞

の採取から処理・凍結保存のほか、CAR-T細胞療法に

も携わっている。院内でトレーニングを受ける他、

CAR-Tはメーカーの研修を受講し、認証を得る必要も

あり、従事のハードルも高く、責任も重い。

細胞治療認定管理師　意見2．

JHRS認定心電図専門士
取得や更新が困難であり、且つ、学会費が高額である

ため。

睡眠検査士　意見１．２．

資格の維持には学会所属のための、年会費や資格更新

料、資格更新には学会参加にて勉強し、単位も必要な

ため。

認定HLA検査技術者　意見1.
移植認定施設である以上、資格保有者は必要である。

臨床からの要望があり取得している

　造血幹細胞移植推進拠点病院の認定条件にHLA検査

を院内で行うためには、HLA検査技術者が必要となっ

たことから、当時の血液内科部長に認定資格の取得を

依頼された。現在は、認定保持者として、HLA検査の

管理を行っている。資格の保持には学会参加のほか、

認定講習受講、模擬試験への参加など負担が大きい。

＊資格を持っているというだけではなく、実際の業務

で多大な負担と責任を負っており、資格手当くらいも

らえないと割に合わない。

認定HLA検査技術者　意見2.

認定心電検査技師
資格を維持することに更新が必要。更新料や更新に必

要な単位を取得するために費用がかかるため。

理学療法士

　医療の高度化や多様化、患者ニーズの変化に対応す

るために、日本理学療法士協会が専門分野に特化した

高度なスキルを持つ理学療法士として認定する資格で

す。また、若手理学療法士の指導や教育、スキル共有

を担うことで、リハ科全体の能力向上に繋がります。

認定理学療法士　意見１．

認定理学療法士　意見２．
　難易度が高くまた内容の確かな資格であり、業務の

質向上に寄与するものであると考えられるため

11 ページ



認定作業療法士
　専門的な知識と技術を身につけ、複雑なケースに対

応できる能力が向上する

　理学療法士として専門的な知識、技術を有している

上級資格のため
認定理学療法士　意見3．

心理職

　公認心理師協会が設立した本資格は、①分野横断的

な臨床実務に関する素養を基盤とし、専門分野の臨床

実務に精通し、国民の心の健康の保持・増進に広く働

きかけることができる質の高い心理専門職として認定

するための資格であり、また、②心の健康に関わる専

門職の人材育成および指導に貢献する者として認定す

るための資格である。本資格を取得する過程で、心理

職としての専門性を向上させることに加え、リーダー

として必要な若手育成能力なども高めることが期待さ

れる。

日本公認心理師協会 認定専門指

導公認心理師　意見１．

　既に資格支援の対象となっている認定専門公認心理

師の上位資格であるため。他の国家資格も認定資格は

資格支援の対象となっているため、認めて頂きたい。

日本公認心理師協会 認定専門指

導公認心理師　意見2．

　診療報酬で認められている持続エクスポージャー療

法（PE ）の習得には、正規の指導者による 24 時間の

ワークショップに参加し、所定のスーパーバイズを受

けることで認定PE治療者と認められる。心理支援加算

の対象疾患であるPTSDに対してエビデンスが認められ

ている治療法であるため、実施できる様に支援して頂

きたい。

認定PE治療者

専門理学療法士　 理学療法士の上級職の位置付けのため

作業療法士
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臨床工学技士

臨床ME専門認定士

　当資格は、第1種ME技術実力検定試験（以下1種）

の合格者が臨床経験を積むことで得られる資格であ

る。１種は医療工学全般についての応用的知識や問題

解決能力を問われる難易度の高い認定資格である。1種

合格者が当資格を取得することで、システムおよび関

連設備の保守・安全管理を中心に、それらを総合的に

管理できる専門知識・技術を有し、臨床の場において

その知識や技術を発揮し、また他の医療従事者に対し

て教育・指導ができる資質を持った医療従事者である

ことを証明できる。

病院には医療機器安全管理責任者を配置する必要があ

る。これは医療機器の安全使用を確保するために、医

療機器に関する情報を収集・分析し、改善策の実施な

どを行う責任者のことで、当資格の取得によってその

能力を担保できるといえる。医師が医療機器安全管理

責任者となっている施設もあるが、当資格を取得した

臨床工学技士が責任者となることで、より専門的な見

地からその役割を果たすことができ、患者安全の向上

につながると考えられる。

資格手当によって当資格の取得を促すことによって、

医療機器に関する保守管理や教育指導、医療機器安全

管理責任者の役割を担うことができる職員を増やすこ

とができ、よりよい医療機器の保守管理や患者安全の

向上を見込むことができると考えられる。

歯科衛生士

　全身麻酔や静脈内鎮静下にて処置を行う際に専門的

な知識を発揮できるため

臨床歯科麻酔認定歯科衛生士

意見２．

障害者歯科学会　認定歯科衛生

士

障害者歯科学会　指導歯科衛生

士

日本歯科衛生士会認定　研修指

導者・臨地実習指導者

　障害者歯科学会認定者は歯科衛生士として障害者歯

科を安全に対応するための専門的な知識と技術が必要

であるため。指導者は障害者歯科に携わる歯科衛生士

を育成するため。

研修指導者・実習指導者は研修や学生の指導をするに

あたって専門的な知識と技術を習得しているため。

業務で活用できる資格の資格手当があれば、働くモチ

ベーションに繋がる

臨床歯科麻酔認定歯科衛生士

意見１．
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糖尿病療養指導士

対象資格：管理栄養士、薬剤

師、臨床検査技師、理学療法士

　チーム医療に携わる資格である。 糖尿病患者の療養

指導は糖尿病の治療そのもの

認定歯科衛生士　認定分野

A.B.C

その中でも特に、認定分野Aの

「医科歯科連携・口腔機能管

理」

　病院歯科において、多職種連携・地域との連携の重

要性が言われている。その知識・技術を有する人材が

増え、活躍することが有用であると考えるから。

障害者歯科学会　認定歯科衛生

士

障害者歯科学会　指導歯科衛生

士

日本歯科衛生士会認定　研修指

導者・臨地実習指導者

　障害者歯科学会認定者は歯科衛生士として障害者歯

科を安全に対応するための専門的な知識と技術が必要

であるため。指導者は障害者歯科に携わる歯科衛生士

を育成するため。

研修指導者・実習指導者は研修や学生の指導をするに

あたって専門的な知識と技術を習得しているため。

指導歯科衛生士

認定歯科衛生士

　個人で講習や勉強会を受け認定資格を取得した。ス

タッフ教育や学生指導に貢献しているが何の手当ても

ないのが現状である。

歯科衛生士は少数職種のためことさらこういったもの

の議論から外れることが多いため、ぜひ制度に加えて

いただくこと希望します

　令和6年度診療報酬改定にて、心不全療養への薬剤師

によるフォローアップに対して新たに算定が設けられ

た。これは薬剤師が関与することで患者の利益となる

と認められたと考えられ、入院中の心不全患者にも貢

献できるため病院の利益となるから。また、当院では

週に一回心不全カンファレンスを実施している。

心不全療養指導士

対象資格：理学療法士、作業療

法士、薬剤師、管理栄養士、公

認心理師、臨床工学技士、歯科

衛生士、社会福祉士

対象職種が複数となる資格

3学会合同呼吸療法認定士

対象資格：臨床工学技士、作業

療法士、理学療法士

難易度が高くまた内容の確かな資格であり、業務の質

向上に寄与するものであると考えられるため。あらゆ

る専門分野に強いスタッフを増やすため

14 ページ



　リンパ浮腫セラピストは資格取得に50万円以上の費

用と半年以上の時間がかかり、大変取りにくい資格で

あること。この資格を取ることが保険点数の請求に必

要であるため。

リンパ浮腫療法士の認定資格はリンパ浮腫セラピスト

取得後、更に症例報告、資格試験が必要な資格であ

る。五年毎に更新の必要があり、症例を挙げることや

学会参加など資格継続のハードルも高い資格であるた

め。

弾性ストッキング圧迫療法コンダクターは圧迫療法が

必要とされる患者の治療効果を高めるための資格。

2020年4月から静脈性潰瘍に対する圧迫療法を含む静

脈圧迫処置が保険収載されている。

認定のためには症例報告が必要であり、認定継続のた

めには五年毎に症例報告や学会参加が必須の負担も大

きい資格であるため。

リンパ浮腫療法士

対象資格：理学療法士、作業療

法士
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がん化学療法　

薬剤師

感染制御

感染制御専門薬剤師

感染制御認定薬剤師

がん病態栄養専門管理栄養士 管理栄養士
がん患者に対する栄

養管理

がん専門薬剤師

がん薬物療法認定薬剤師

がん薬物療法専門薬剤師

認定病理検査技師 臨床検査技師 病理検査の品質向上

体外循環技術認定士 臨床工学技士 人工心肺・補助循環

専門臨床工学技士 臨床工学技士

呼吸治療、血液浄

化、手術、心血管カ

テーテル、高気圧酸

素、内視鏡、不整脈

治療

放射線治療専門放射線技師 診療放射線技師 放射線治療

核医学専門技師 診療放射線技師 核医学検査

感染制御認定臨床微生物検査技

師（ICMT)
臨床検査技師

院内巡回・感染状況

把握

職員の感染防止等

抗菌薬適正使用

現在資格手当が支給されている資格

対象資格 対象職種 対象業務

心臓リハビリテーション指導士 理学療法士　作業療法士
循環器疾患のリハビ

リ訓練

日本摂食嚥下リハビリテーショ

ン学会認定士

理学療法士　作業療法士

言語聴覚士　管理栄養士

歯科衛生士

摂食嚥下訓練

支援
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認定精神保健福祉士

生殖心理カウンセラー
不妊・生殖に関する

カウンセリング

がん・生殖医療専門心理士
がん・生殖医療に関

するカウンセリング

福祉職 相談業務

心理職

認定社会福祉士

認定医療ソーシャルワーカー
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